
なは市民協働大学院2019 

特定非営利活動法人地域サポートわかさ 



なは市民協働大学院�受講生 

受講生 31名 

2019年度 なは市民協働大学院 
ご入学おめでとうございます！ 

＋サポートメンバー（OB/OG枠） 7名 
合計 38名で活動していきます。 



なは市民協働大学院2019の目的 

地域課題の解決に向けた動きをつくり出す 
コーディネーター的視点を持った人材 
＝那覇人（なはびと） 
の発掘・育成 

地域コミュニティで 
活躍できる人材 

事務局運営・立ち上げメンバー・
サポートメンバー等 

地域コミュニティを 
つなぐ人材 

地域コーディネーター・協働大使
企業・プロボノ等 



企画コンセプト 

地域の現状を鳥の目、虫の目で
じっくり観察、把握して、地域の
中に隠れた課題を発見できる 

発見した課題に対して、関係する
人々をしっかりつなぎ、しっかり
した企画をきちんと実現できる 

課題に真摯に取組みつつも、周り
のみんなとちゃっかり楽しんで、
いつの間にかちゃっかり仲間を増
やしている 

那 
覇 
人 



年間スケジュールと講義内容 
回/講座 日程（案） 内容 会場 

第１回 7月13日（土） 入学式・オリエンテーション なは市民協働プラザ 

第２回 7月18日（木）
18:30～21:00 

校区まちづくり協議会について学ぶ 
なは市民協働大学院OBの活動について知る 
　講師：なは市民協働大学院OB（３団体） 

なは市民協働プラザ 

第３回 8月8日（木）
18:30～21:00 

人が集まる企画づくりのコツ 
～ロジックモデルと事業評価 
　　講師：宮城 潤 

なは市民協働プラザ 

第４回 8月29日（木）
18:30～21:00 対象地域の状況・現状と課題発表 なは市民協働プラザ 

第５回 9月14日（土）
14:00～17:00 

【公開講座】地域課題×活動の魅力 
～不完全プランニングとプラスクリエイティブ 
　という手法　　　講師：永田 宏和 

なは市民協働プラザ 

第６回 10月19日（土）～20（日） 企画づくり強化合宿～中間発表 森の家みんみん 

第７回 11月7日（木）
18:30～21:00 企画ブラッシュアップ なは市民協働プラザ 

第８回 11月23日（土）14:00～17:00 アクションプラン発表と修了式 なは市民協働プラザ 



「企画づくりのじゃばら手帳」活用 

・企画の着想からニーズの把握、プログ	
　ラム作成、実施後の評価、検証までの	
　思考の流れが整理される。	

・手帳と講座内容がリンクしているため、	
　自然に企画づくりのスキルが身につく。	

手帳に記入することで思考が整理されるので、企画づくりに役立ちます！ 



「企画づくりのじゃばら手帳」記載内容 

社会の要請

個人の要望

課題抽出

コンセプト

課題設定

企画への想い

対応する
社会的サービス
（NPO・事業者）

総合的な分析

事業の推移
過去の取組

企画

アウトカムを
イメージ

対象者
アンケート

プログラムや
投入した資源

プ
ロ
セ
ス
評
価

インパクト評価

ステーク
ホルダー

ペルソナ
を設定

現状把握

対応する
行政施策・機関等 課題について社会

や個人のニーズを
踏まえた上で、ど
のような取り組み
が求められるかを
改めて検討する

既存データ活用
関係者ヒアリング 類似した取組み

やこれまでの推
移を整理

課題解決に向け
た切り口を検討

アクティビティ

対象者を
想定

・プログラム
・スケジュール
・資源投入
　etc...

各ステークホル
ダーごとに具体
的な成果を想
定する

事
前

事
後

参加者数 / 男女
比 / 年代 / 社会
的属性 / 居住地
/ 満足度等

プログラム内容や
投入した資源（人
員・予算・時間・
広報等）

アウトカム
（出来事・成果）

対象者や各ス
テークホルダー
に起こった変化
等

「プロセス評価」では、
事前と事後を比較して
計画通りに進捗できた
かを検証します。

「インパクト評価」は、狙い通りの成果が得られたかどうかを検証します。

企画のよって
社会に及ぼした
影響・波及効果

後年振り返って、
社会変化について
検証する

視点を変える！

社会に及ぼしたい
影響（インパクト）
を想定！

「課題」を
ポジティブに捉え
てみる

中長期的な社会変化を
イメージする

セオリー評価

「セオリー評価」は、ロジッ
クモデル全体の妥当性を
検証します。
課題設定は適切だったか、
計画通り進捗できたか、
狙い通りの成果は得られた
か、を総合的に分析し、
うまくいっていない場合は
ロッジックモデル自体を見
直します、



じっくり（課題設定力） 
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・既存データの確認 
　人口／世帯数／世帯構成／世代構成／ 
　自治会加入率等 
・ヒアリング 
　地域団体把握（自治会・婦人会・子供 
　会・老人会・PT(C)A・青少協・民生 
　委員）、地域包括支援センター、福祉 
　医療機関、NPO等 
・フィールドワーク 
　地域資源の確認（史跡・文化財・公共 
　施設・企業・商業施設等） 

「調査シート」を活用した現状把握 

「地域コミュニティの環境整備」につながる 



しっかり（企画力） 

 

必要課題 

	 

	

	

要求課題 

市民が主体的・継続的に関わりたくなるための企画力 

那覇人 



ちゃっかり（コーディネート力） 

・大学院OB/OG・那覇人Cheersとのつながり 
　地域で継続的に活動しているOBや、コーディネーター的役割をもっ 
　て活動している那覇人Cheersとつながることで、企画実現に向けて 
　資源（ヒト・モノ・カネ）の把握と活用について助言を得る 

・行政施策との関係を意識 
　企画案をブラッシュアップする際、関係各課に助言を打診。 
　企画実現に向けて、行政施策との位置付け及び行政メニュー、人的 
　資源の活用について意識するよう促す 

多様な「資源」の把握と活用 

「コミュニティ政策」にも反映できる提案 



【第1回】入学式・オリエンテーション 

・2019年度 なは市民協働大学院の概要説明	

・受講生、サポートメンバー（OB枠）自己紹介	

＼イマココ／ 

・それぞれの興味関心ごと、活動したい地域を確認	

・活動エリアごとに、暫定的なグループ分け 

グループ分け 



【第2回】校区まち協・OBの活動について 

・那覇市がすすめる校区まちづくり協議会について、取り組み	
　概要や現状、今後の展望について学ぶ	
　（講師：那覇市まちづくり協働推進課）	

校区まちづくり協議会について学ぶ 

・過去、なは市民協働大学院を受講し、修了後も継続的に活動	
　しているOB/OGの取り組みについて学ぶ	

＜活動紹介＞	
　チームうるく、チームまちなか、チームWAKASA	

協働大学院OB/OGの活動について 



【第3回】人が集まりたくなる企画づくり 

・日本一の公民館になった若狭公民館の活動と取り組む上での	

　留意点について	

人が集まりたくなる企画づくり 

・『企画づくりのじゃばら手帳』に沿って、現状把握～課題設	

	定、企画～実施、評価までの思考の流れを整理する	

ロジックモデルと事業評価 



【第4回】対象地域の現状と課題調査報告 

・調査シート（第２回に配布）をもとに調べた地域情報につい	

　て、各グループごとに発表	

地域の現状と課題について報告 

・調査で見えてきた地域の現状と課題をもとに、各グループで	

　取り組むテーマを決定	

・各グループのテーマによって、グループメンバーの再編成・	

　メンバー確定	

テーマ決定 



TBS「情熱大陸」や、日本テレビ「世界一受けたい授業」など 
にも出演経験がある永田宏和氏を迎え、課題をひっくり返して 
楽しい取組にかえるコツを学ぶ。 

「課題解決×活動の魅力」について学ぶ 

【第5回】地域課題×活動の魅力［公開講座］ 

楽しい防災イベント 
イザ！カエルキャラバン！ 

こどもの夢の街 
ちびっこうべ 

本気のパンづくり 
「パン爺」の活躍 



【第5回】地域課題×活動の魅力［公開講座］ 

永田 宏和 ／防災プロデューサー	

楽しみながら学ぶ新しい形の防災訓練『イ
ザ！カエルキャラバン！』開発をはじめ、
子どもたちが様々な分野のプロと協力して
夢の街をつくる『ちびっこうべ』や高齢男
性の本気のパンづくり講座から派生した
『パン爺』プロジェクトなど、地域課題を
ユニークな切り口で企画・プロディースし
ている。 
TBS「情熱大陸」や、日本テレビ「世界一
受けたい授業」などにも出演経験がある。 

企画力に長けた魅力的な講師 



【第6回】企画づくり強化合宿＠みんみん 

・企画づくりについて集中的に議論し、深めるための合宿 
　を開催 
・受講者、OB/OG、那覇人Cheers等、関係者の交流促進 
・地域の名物などを持ち寄るカレー対決等で、楽しく交流 

チームワーク強化・ネットワークづくり 

・各グループごとに企画したアクションプランを発表 
・那覇人Cheersによるアドバイス 

アクションプラン発表 



【第7回】企画ブラッシュアップ 

・中間発表での助言をもとに、関係する行政担当部署、関 
　係機関、キーパーソンを招き、企画をより実現可能なも 
　のにブラッシュアップする 

企画ブラッシュアップ 

・最終発表に向けて、作戦会議と発表準備 
最終発表に向けた準備 



【第8回】アクションプラン発表・修了式 

・グループごとにアクションプランを発表 
アクションプラン発表 

・修了要件：６回以上の出席 
修了式 

いざ！地域で実践！ 



お願い 

なによりも、 
楽しみながら取り組んで 
いただきたいです。 



那覇人応援システム 

那覇人Cheers（なはびとチアーズ） 

大学院OB	/OGや地域活動を行うキー	

パーソン達で構成する那覇人応援団。	

豊富な経験や知識で、受講生の企画が	

より実現性の高いものになるように、	

ステークホルダーとなり得る人材や機	

関、行政施策などを紹介。 


